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成果概要：
本課題では、信頼性の⾼い⾔語処理システムの実現を⽬指し、最先端の⼤規模⾔語モデル（LLM）に対して、論理推論、エージェントの指⽰理解の各観点から内部機序の
解明に取り組んだ。具体的には、記号的情報を活⽤したChain-of-Thought推論の改善、指⽰曖昧性の内部表象解析を⾏い、LLMがどのように情報を表現し、推論し、指⽰
の不確実性を内部で表現しているかに関する基礎的知⾒を得た。

成果のポイント：
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①論理推論における思考連鎖⼿法の改善
⼤規模⾔語モデル（LLM）の論理推論能⼒向上を⽬的に、思考連鎖（Chain-of-
Thought）の改善に取り組んだ。記号推論を活⽤した⾮反復型の推論⼿法により推
論効率と精度を両⽴した先⾏研究 Symbolic-Aided CoT (Nguyen et al. 2025) に対し、
推論中のアテンション機構の偏りに着⽬し、適切な介⼊によって重要な前提条件の
⾒落としを軽減する⼿法を提案した [1] (右図)。

② LLMエージェントにおける指⽰曖昧性の内部表現解析
LLM をエージェントとして活⽤する際に⽣じる「指⽰の曖昧性」問題に対し、モデ
ルの内部表現を解析する⼿法を提案した。曖昧な指⽰と明確な指⽰とでは、モデル
内部の表現空間において異なる構造が形成されることを明らかにした [2]。


